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動作環境
「ウイルスバスター 98」の動作環境は以下の通りです。

体本
59swodniW はたま 89swodniW るす作動が TA/CP 換互

、機 1089-CPCEN 、ズーリシ 1289-CP 、ズーリシ -CP
XN89 ズーリシ

UPC zHM662XD684i （上以 zHM001muitneP ）奨推を上以

リモメ BM61 （上以 BM23 ）奨推上以

クスィデドーハ BM21 ）時ルートスンイ（要必が量容き空の

SO 59swodniW 、 89swodniW

アェウトフソ
るす用使を能機ドーレグプッアの由経トッネータンイ

、はに rerolpxEtenretnI 、 rotagivaNepacsteN のどな beW
（要必がザウラブ 10.4rerolpxEtenretnI ）奨推を上以

WebTrap
WebTrap機能はHTTPプロキシサーバーとして動作します。使用す
るアドレスおよびポートは以下の通りです。

名ーバーサ TSOHLACOL

スレドア 1.0.0.721

トーポ続接 1348

アクティブデスクトップとアクティブチャンネル
アクティブデスクトップとアクティブチャンネルを使用する場合
は、以下のアイテムおよびチャンネルが表示されます。

プットクスデブィテクア NAPAJORCIMDNERT

ルネンャチブィテクア TSACEROFSURIV



ウイルスバスター98へようこそ
「ウイルスバスター 98」のお買い上げありがとうございます。
本製品はWindows98に完全対応し、マクロウイルスや不正 Javaア
プレットといった悪質なプログラムからコンピュータを守る、新世
代のウイルス・セキュリティソフトウェアです。
また、「ウイルスバスター98」は大幅な高速化を実現し、前バージョ
ン「ウイルスバスター97」に比べ、200%の高速化（当社比、ベン
チマークテストによる）を達成いたしました。

インターネットが普及し､新しい技術が広まり、より便利になって
きました。しかし、その反面、その技術を悪用し､他人のコンピュー
タをクラッシュさせたり、データを破壊したりするような事も増え
ているのです。
「ウイルスバスター 98」には、マクロウイルス対策には定評ある
MacroTrapを搭載、不正Javaアプレットや不正ActiveXコントロー
ルといったインターネット・ウイルスへの対策としては、ダウン
ロードをブロックするWebTrap 機能を搭載し、危険なプログラム
の実行を防止します。
また、従来からあるウイルスにも、既知のウイルス 12,000 種に対
応し、新種のウイルスに対しては、インターネットから自動的に最
新のウイルスパターン・ファイルおよびプログラムにアップデート
して、防衛します。

弊社では、常に最新の技術を研究し､ウイルスやその他の不正なプ
ログラムからコンピュータを守るための技術を開発しています。し
かし、コンピュータや通信の技術革新が続くかぎり､新しい手口の
ウイルスや不正プログラムも開発されます。これらに対抗するため
には､常に新しい技術を取り入れて対抗していくより他にはないの
です。弊社は、全力でこの問題に取り組んでいきます。これからも
トレンドマイクロ製品をよろしくお願いいたします。
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第1章　はじめに
本章では､「ウイルスバスター98」の特長、ウイルス対策ソフトウェ
アの役割､ウイルスおよびその他の不正プログラムについて説明し
ます。

■ウイルスバスター98とは
「ウイルスバスター98」は、Windows98と Internet Explorer 4.0 に対
応したウイルス対策ソフトウェアです。
「ウイルスバスター98」は、従来からあるウイルス以外に、不正Java
アプレットや、不正ActiveXコンポーネントの実行をブロックする
WebTrap 機能を備え、同時に大幅な高速化を達成いたしました。

ウイルスバスター98の特長
「ウイルスバスター 98」は、以下のような特長を備えています。

高速で軽快

「ウイルスバスター98」では、リアルタイムでのウイルス動作監視
部分と、手動によるウイルス検索機能を分離し､ウイルス動作監視
機能だけをメモリに常駐し、ファイルおよびディスクに対するウイ
ルス検索機能は必要なときに呼び出すように変更し、メモリ常駐量
を減少させました。
また、プログラムの動作方法の見直しにより､前バージョン「ウイ
ルスバスター97」に比べ、200%の高速化（当社比、ベンチマーク
テストによる）を達成いたしました。

未知のマクロウイルスも発見するMacroTrap

近年になって著しく増加した、E-mailの添付ファイル等、E-mail経
由での感染が多いマクロウイルスも、定評あるMacroTrap を搭載
し､未知のマクロウイルスも含め、確実にマクロウイルスを発見し
駆除します。
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不正Javaアプレットと不正ActiveXコントロールをブロックするWebTrap

Internet ExplorerまたはNetscape NavigatorといったWebブラウザの
使用中に、不正 Java アプレットと ActiveX コントロールのダウン
ロードをブロックするWebTrap 機能を提供します。

アクティブチャンネルによるウイルス情報

Internet Explorer 4.0 のアクティブデスクトップおよびアクティブ
チャンネルの「購読」機能を利用し、自動的にウイルス情報やウイ
ルスパターン・ファイルのアップデート情報をお届けします。

インターネットでのアップデート

インターネットを利用されている場合、ウイルスパターン・ファイ
ルだけでなく、プログラムもアップデートできます。
もちろん、BBS やフロッピーディスク、CD-ROMによるウイルス
パターン・ファイル更新機能も搭載しています。

ユーザーインターフェース

ユーザーインターフェースを一新しました。新しくデザインされた
インターフェースは、より洗練され､使いやすいものになりました。
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圧縮ファイル、E-mail添付ファイルへの対応
「ウイルスバスター98」は、E-mail の添付ファイルや圧縮ファイル
を開くことなく、添付ファイル内や圧縮ファイル内の各ファイルに
対してウイルス検索をおこなえます。
「ウイルスバスター98」は、以下の形式の添付ファイルおよび圧縮
ファイルに対応しています。

式形縮圧応対 子張拡 足補

PIZKP PIZ. 応対も式形凍解己自

JRA JRA. 応対も式形凍解己自

AHL HZL. 応対も式形凍解己自

RAT RAT.

PIZ-UNG PIZ.

piz-XINU PIZ.

sserpmocXINU RAT.

sserpmoc-SM _LX.,_OD.,_XE.

ETILKP EXE.,MOC.

EXEZL EXE.

TEID EXE.

tenibaC BAC.

式形付添ルーメ 子張拡 足補

EDOCNEUU UU. ルイァフ付添ルーメ

XEHNIB XQH. ルイァフ付添ルーメ

EMIM ルイァフ付添ルーメ
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ウイルス対策ソフトウェアとは

ウイルス検索の手法

現在、ウイルス対策ソフトウェアで使用されているウイルス検出の
方法は「パターンマッチング方式」、「ルールベース法式」、「チェッ
クサム方式」の３種類に大別されます。ウイルスバスター 98では
「パターンマッチング方式」によるウイルス検索と「ルールベース
法式」によるリアルタイム検索機能を搭載しています。
それぞれのウイルス検出方法の特長は次のとおりです。

パターンマッチング方式
コンピュータ・ウイルスの特徴を示す一定のパターンのデータベー
スと照らし合わせて検索し､ウイルスと一致するパターンが検索対
象内に発見された場合に、「ウイルス感染」と判定する方法です。
この方法は、発見済みのウイルスに関しては､もっとも確実な方法
です。しかし、この方法は、未発見のウイルスには対処できず、常
に新しいデータベースを参照する必要があります。

ルールベース方式
メモリに常駐して､ウイルス特有の動作を監視します。システム領
域や実行ファイルへの書き込み、メモリへの常駐といった、疑わし
い動作をした場合に、「ウイルス感染」と判定する方法です。この
方法は、ウイルス以外の「ロジック爆弾」や「トロイの木馬」といっ
た、不正なプログラムの動作を止められる特長があります。しか
し、「ルールベース法式」は、発見したウイルスが何かを判別でき
ないため、ウイルスを駆除できません。「パターンマッチング方
式」と併用して、ウイルスを特定し、駆除します。

チェックサム方式
プログラムやデータのチェックサムのデータを保存し､前回に保存
したチェックサムと比較し､変更があった場合に、「ウイルス感染」
と判定する方法です。
データファイルに感染するマクロウイルスの脅威が大きくなった現
在では、あまり使われない方法です。
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新種ウイルスとウイルスパターン・ファイル

「パターンマッチング方式」のウイルス検索に使用するコンピュー
タ・ウイルスの特徴を示す一定のパターンのデータベースを「ウイ
ルスパターン」、このデータを格納したファイルを「ウイルスパ
ターン・ファイル」といいます。このファイルを､常に最新に更新
することで、新しいウイルスに対応できます。
「ウイルスバスター98」は、インターネット経由で自動的にウイルス
パターン・ファイルおよびプログラムをアップデートできます。
もちろん、インターネット以外でも、BBSあるいはフロッピーディス
クからウイルスパターン・ファイルをアップデートできます。

WebTrap機能

ネットサーフィンは、役に立ち、また楽しいものですが、中には悪
意を持ったJavaアプレットやActiveXコントロール(インターネッ
ト・ウイルス)を公開しているホームページもあり、そこにアクセ
スすると悪質なプログラムがダウンロードされ、実行されてしまう
ことがあります。
これらは、高いセキュリティを設定しておくことにより、ある程度
まで回避できますが、高いセキュリティを設定しておくと、画像や
動画が表示されなかったり、セキュリティの問い合わせが表示され
てわずらわしいといったことで、ついセキュリティのレベルを下げ
てしまいがちです。
また高いセキュリティを設定していても、「OK」ボタンをクリック
してしまうと、不正なプログラムの侵入を許してしまうことになり
ます。
これらの、悪意のあるプログラムに対しても、「ウイルスバスター
98」はプロキシサーバーとして動作する「WebTrap」を搭載し、不
正なプログラムのダウンロードをブロックし、コンピュータへの侵
入を許しません。
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■ウイルスとは
コンピュータ・ウイルスはコンピュータ・システムに密かに感染し
て破壊活動をおこなうことを目的としたプログラムです。ウイルス
は他のプログラムに自分自身のコードを付着させたり、ハードディ
スクのパーティション・テーブルやブートセクタに自分自身のコー
ドを付着させて感染し、行動を起こすタイミングを待ち、特定の条
件(例:13日の金曜日にウイルス感染したプログラムが起動されるな
ど)が成立すると、発病します。
無害なウイルスもありますが、ハードディスクやデータを破壊する
ものも少なくありません。

ウイルスの分類
ウイルスには多くの種類があります。また、それらは感染方法や感
染先の違いからいくつかに分類できます。現在世界に存在している
MS-DOSウイルスは、8,000以上とも言われています。1986年の「パ
キスタン・ブレイン」からほぼ 10年の間にそれだけの種類に増加
したことは驚異的と言えます。また、PC以外では、Amiga のウイ
ルスが約 80種類、Macintosh のウイルスは約 30種類確認されてい
ます。
ウイルスは、実行型プログラムファイルに感染する「ファイル感染
型」とディスクのブートセクタなどに感染する「システム領域感染
型」に大別されます。また、ファイルおよびシステム領域のいずれ
にも感染できる「複合感染型」やMicrosoft Wordの文書ファイルな
どに感染する「マクロウイルス」も確認されています。
Windows 95の環境では、Windows 95が、MS-DOSとの互換性を持
つため、MS-DOS用ウイルスの85％が動作するといわれています。
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コンピュータウイルスの種類

コンピュータ・ウイルスは、感染する対象によって、以下のように
分けられます。

型染感域領ムテスシ
域領ムテスシのクスィデドーハやクスィデーピッロフ
い多がのもるす駐常にリモメ。スルイウるす染感に

型染感ルイァフ

実はのものどんとほ。スルイウるす染感にルイァフ
が子張拡（ルイァフムラグロプの型行 ,EXE.,MOC.

SYS. イウロクマ。るす染感にけだ）ルイァフの等
に類分のこ、めたるす染感にルイァフターデもスル

るあがとこるれま含

型染感合複 スルイウるす染感に方両のルイァフと域領ムテスシ

スルイウロクマ

イァフターデのムラグロプの部一。型染感ルイァフ
るす用利をどな語言ロクマ。スルイウるす染感にル

、めた hsotnicaM と CP ーォフトッラプるな異、どな
るきで染感もでターュピンコのム

感染方法により、以下のように分類されます。

型染感き書上
ターデルナジリオのルイァフの先染感。型染感ルイァフ

いなきで除駆、常通。スルイウるす染感てしき書上を

型染感接直
の他、でとこるす行実をルイァフ染感。型染感ルイァフ
。スルイウるす染感再に的接直てし探をルイァフ染感未

いなし駐常はにリモメ

型駐常リモメ

イウ、でとこるす行実をルイァフ染感。型染感ルイァフ
ラグロプるれさ行実に次、てし駐常にリモメがスル
染感ムテスシ。プイタるす染感に的接間にルイァフ・ム

るれま含に型駐常リモメもスルイウ型

ウイルスの特徴から分類する場合もあります。

型スルテス
）型駐常リモメ（

うよいなれさ見発にンチクワやーザーユが身自スルイウ
プイタたしら凝を夫工な々様に

型ンョシーテーュミ
型クッィフーモリポ

）型駐常リモメ（

号暗の法方たっな異回毎に度るす染感。型染感ルイァフ
ルイウ型索検の来従。プイタす施に身自スルイウを化

難困が見発はでーカッェチ・ス

型クーワトッネ
）型染感ルイァフ（

トッネてし破突を能機ィテリュキセのＳＯクーワトッネ
トッネは型染感ムテスシ（。るきで染感で内境環クーワ

）いな来出染感てじ通をクーワ
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ウイルスの感染を防ぐには
ウイルス対策ソフトウェアを使用する以外の方法では、コンピュー
タ・ウイルスの感染を完全に防止することは困難です。それでも、適
切な対策を取ることで被害を最小限に抑えられます。そのため、ウイ
ルスの感染を少しでも防ぐような対策をたてることが重要です。
次の方法を参考にしてください。

出所が不明なプログラムは使用しない。
出所が不明なフロッピーディスクは使用しない。
入手したプログラムは必ずウイルス検査をおこなう。
使っているコンピュータは、定期的にウイルス検査をおこなう。
コンピュータの利用状況を把握する。
また、ディスク全体のバックアップを作成しておくと、コンピュー
タ・ウイルスに感染したときに、ウイルス除去後の復旧作業が非常
に楽になります。ただし、ウイルス感染前に作成したバックアップ
でないと意味がありませんので、定期的にウイルス検査とバック
アップをおこなうことをお奨めします。

マクロウイルス
マクロウイルスとは、ワープロや表計算ソフトウェアのマクロ言語
で作成され、文書やワークシートといったデータファイルに感染す
るウイルスです。
1995年8月に最初に発見されたマクロウイルスはMicrosoft Wordの
文書に感染するものでした。以降、マクロウイルスの種類は増加す
る一方で、すでに数百種といわれています。また、感染する対象の
データファイルもMicrosoft Excel、Lotus 1-2-3、AmiPro、 Microsoft
PowerPoint などに広がっています。
マクロウイルスは、それぞれのアプリケーションのマクロ言語で作
成されているので、OSやCPUなどのプラットフォームには影響さ
れません。ウイルスが作成されたアプリケーションさえあれば、ど
のコンピュータ上にも感染します。たとえば、 Microsoft Wordのマ
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クロウイルスは、 Microsoft Word が動きさえすれば、Windows、
Macintosh を問わずに感染します。機種や OSに依存しないウイル
スの出現は、ウイルスの脅威が新たな段階に入ったことを意味しま
す。さらに、ウイルス本体がマクロであり、ウイルスの作成や改造
がすべてアセンブラ(機械語)で書かれていた従来のウイルスに比べ
て容易なことが､マクロウイルスの種類が増大する一因となってい
ます。
また、インターネットの E-mail の添付ファイルがウイルスに感染
することで、短い時間で感染が広がります。
インターネット E-mailや、World Wide Webの普及によって世界中
が結ばれて、簡単に文書ファイルが交換できるようになり便利に
なった反面、新しい形の危険にさらされているのです。
コンピュータ環境に新たな脅威をもたらしたマクロウイルスを、弊
社では、従来のウイルスと区別する意味で、「第三世代ウイルス」
と呼んでいます。

インターネット･ウイルス(第四世代型ウイルス)
インターネットの普及と、技術の発展により、Webブラウザは単に
HTML文書を表示するだけでなく、JavaアプレットやActiveXコン
トロールといったプログラムが実行できるプラットフォームへと進
化し、より便利になりました。
しかし、便利になった反面、まったく新しいタイプの悪意のある不
正プログラムが出現しました。インターネットのサイトに、不正な
プログラムを公開し、ユーザーがそのサイトに接続したとたんその
プログラムをユーザーのコンピュータに送り込み、破壊活動をおこ
ないます。
しかも、そうしたウイルスは、JavaアプレットやActiveXコントロー
ルで作成され、OSやコンピュータの機種を選びません。また、イ
ンターネットの仕組みを利用して潜伏するので、どこにでも移動で
きます。
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また、これらの悪質なプログラムは、正規の方法で送信されるた
め、ファイアウォールを備えた企業ネットワークでも、その活動を
防止できません。
これらの不正Javaアプレットと不正ActiveX コントロールを弊社で
は「第四世代ウイルス」または「インターネット・ウイルス」と呼
んでいます。
第四世代ウイルスとして確認されているものとしては以下のような
ものがあります。

avaJ.lufsaW とるす行実 UPC うましてし費消に手勝をスーソリ・リモメと

AVAJ.sdaerhtkcattA
ア・クッラブを面画、い覆をイレプスィデでウドンィウい黒

うましてしトウ

AVAJ.lufetargbU るす造偽をーザーユのルーメ子電

AVAJ.laPneP む盗をドーワスパと名ーザーユ
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第2章　導入
本章では、「ウイルスバスター98」のインストール方法と、起動方
法について説明します。

■インストールとアンインストール

インストール前の準備

インストールするシステムの確認

インストールの前に、本マニュアルの「動作環境」を参照し、ご使
用のコンピュータの確認をしてください。

フロッピーディスクの準備

｢ウイルスバスター98｣はインストール時に、「救済ディスク」を作
成します。「救済ディスク」の作成には、2HDのフロッピーディス
クが 2 枚必要になります。インストール前にあらかじめご用意く
ださい。
「救済ディスク」は、システム感染型のウイルスに感染したとき
に、システムを復旧するために使用するディスクです。

Webブラウザのプロキシ設定のメモ

インストール時に「WebTrap 機能を使用する」を選択すると、「通
常使用するWebブラウザ」として設定されているWebブラウザの
プロキシ設定が変更されます。インストール前に、プロキシ設定を
控えておくことをお薦めします。
「Internet Explorer」のプロキシ設定を確認する手順は以下の通りです。
1.［スタートメニュー］→［設定］→［コントロールパネル］
とクリックしてコントロールパネルを開き、［インターネット］ア
イコンをダブルクリックして開きます。［インターネットのプロパ
ティ］が表示されます。
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2.［接続］タブをクリックし、［プロキシ　サーバー］の設定を確認し
ます。
［プロキシサーバーを利用してインターネットにアクセス］のチェッ
クボックスがオフになっている場合は、プロキシサーバーを使用し
ていません。
［プロキシサーバーを利用してインターネットにアクセス］の
チェックボックスがオンになっている場合は、［ポート］欄の数値
を控えます。
また、［詳細］ボタンをクリックして表示される［プロキシ設定］
画面の［サーバー］欄の［HTTP］の項目を控えます。
インストール後にインターネット接続が正しく動作しなくなった場
合などに、このメモをもとにインストール前の設定に戻すことがで
きます。
Internet Explorer 以外のWebブラウザをお使いの場合は、それぞれ
のマニュアルまたはヘルプ等を参照しておいてください。

動作中の｢ウイルスバスター｣の終了

動作している｢ウイルスバスター 97｣あるいは以前のバージョンの
｢ウイルスバスター｣などがある場合は、すべて終了させます。動作
中の｢ウイルスバスター｣があると、インストールが正常におこなえ
ない場合があります。
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インストール

1.インストーラの起動

起動している他のプログラムがあれば､すべて終了してください。
CD-ROMをドライブに挿入します。自動的にメニューが起動しま
す。メニューから［ウイルスバスター 98のインストール］を選択
します。
自動的にメニューが起動しない場合は、以下の手順でインストー
ラーを起動します。
［スタートメニュー］→［ファイル名を指定して実行］をクリック
します。
 ［ファイル名を指定して実行］のウインドウが表示されます。
「名前」欄に以下のように入力し、［OK］をクリックします。

D（CD-ROMのドライブ名）:¥VB98¥Disk1¥SETUP.EXE

2．旧バージョンのアンインストール

セットアッププログラムは以前のバージョンの「ウイルスバス
ター」を自動的に検索し、旧バージョンが見つかるとそのプログラ
ムを自動的にアンインストールします。
旧バージョンを正常にアンインストールできなかった場合、インス
トールは中断されます。巻末の「トラブルシューティング」を参照
して、再度インストールをおこなってください。
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3.セットアップの開始とライセンス契約の確認

「ウイルスバスター98」のセットアップが開始され、［ようこそ］画
面が表示されます。

［次へ］ボタンをクリックすると､［製品ライセンス契約］画面が表
示されます。

ライセンスに同意し､インストールを続ける場合は［はい］ボタン
をクリックします。［いいえ］ボタンをクリックするとインストー
ルは中止されます。
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4．ウイルス検索

［インストール前のウイルス検索］画面が表示され、自動的にイン
ストール先ドライブのルートディレクトリ、Windows フォルダ､
Microsoft Office フォルダのウイルス検索をおこないます。
ファイル感染型ウイルスが発見された場合､メッセージとともに
「ウイルス駆除」、「ファイル名変更」、「ファイル削除」、「放置」の
処理を選択する画面になります。選択した処理が終了すると、イン
ストールが続行されます。
メモリ常駐型ウイルスが発見された場合、インストールは中止され
ます。本章の「インストール中にウイルスが発見された場合」の項
目を参照し､ウイルスを駆除してから､再度インストールをおこなっ
てください。

5.ユーザー情報の入力

ウイルス検索が終了すると､［ユーザの情報］画面が表示されます。

「名前」、「会社名」（個人で使用される場合は空白のままにしま
す）、「シリアル番号」を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。
「シリアル番号」は、同梱の「シリアル番号シール」を参照してく
ださい。シリアル番号は、半角の英数字で入力します。日本語入力
システム(IME)が起動しているときは、オフにして入力します。
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6.インストール先の選択

［インストール先の選択］画面が表示されます。

初期設定では、「C:¥Program Files¥ｳｲﾙｽﾊﾞｽﾀｰ98」にインストールさ
れます。インストール先を変更する場合は､［インストール先のフォ
ルダ］欄の［参照］ボタンでインストール先を選択できます。
［次へ］ボタンをクリックします。

7.プログラムフォルダの選択

［プログラムフォルダの選択］画面が表示されます。
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インストールするプログラムフォルダを選択するか、任意のフォル
ダを作成します。このとき、［スタートメニュー］フォルダは選択
できません。
［次へ］ボタンをクリックします。

8．ファイルのコピー

ファイルのコピーが開始されます。コピーの進行状況は、棒グラフ
で表示されます。

9.アクティブデスクトップ・アイテムとアクティブチャンネルの設定

「TREND MICRO VIRUS FORCUST」をデスクトップに追加し、ア
クティブチャンネルの購読をおこなうかどうかを選択します。この
機能を設定すると、弊社より、ウイルス関連情報が自動的に配信さ
れます。
［はい］を選ぶと、それぞれのアイテムが追加されます。この機能
はInternet Explorer 4.0がインストールされていて、アクティブデス
クトップを使用する場合だけ有効になります。
［いいえ］を選ぶと、各アイテムの追加はされません。
この設定はインストール終了後に変更できます。

10. WebTrapの設定

WebTrapを使用するかどうか選択します。WebTrapを使用する場合
は、［はい］ボタンをクリックします。
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11.救済ディスクの作成

救済ディスクを作成します。救済ディスクは、システム感染型のウ
イルスに感染したシステムを復旧するために使用します。
救済ディスクを作成するには、2HDのフロッピーディスクが2枚必
要です。
救済ディスクは、インストール後に作成することもできます。
救済ディスクの作成方法は、本章の「救済ディスクの作成」の項目
を参照してください。

12.インストールの終了

ファイルのコピーが終了すると、［セットアップの完了］画面が表
示されます。

インストール終了後に、Readme をすぐに表示する場合は､［はい、
Readme を今、読みます］のチェックボックスをオンにします。
Readmeには、マニュアルに記載されなかった事項や､注意事項につ
いて書かれています。チェックボックスをオンにして､Readmeをお
読みになることをお薦めします。
インストール終了後、すぐに「リアルタイムモニタ」を起動する場
合は、［はい、リアルタイムモニタを今、起動します］のチェック
ボックスをオンにします。
［終了］をクリックすると､インストールは終了します。
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インストール時にウイルスが見つかった時は
｢ウイルスバスター 98｣のインストール中にファイル感染型ウイル
スが発見された場合は、［ウイルス発見!］画面が表示され、ウイル
ス感染ファイルの処理をおこないます。

処理を選択して、［次へ］ボタンをクリックすると、ウイルス感染
ファイルが処理されます。
［キャンセル］ボタンをクリックすると、インストールは中止され
ます。
インストール中にメモリ中にウイルスが発見された場合または、ウ
イルスの処理に失敗した場合は、インストールは中止されます。
インストールをおこなうには、ウイルスを駆除する必要がありま
す。この場合、ウイルス駆除をおこなうにはパッケージに同梱され
た「駆除ディスク」が必要です。駆除方法の詳細は、駆除ディスク
内の README.TXT を参照してください。
「駆除ディスク」を使用してウイルス駆除をおこなうには、ウイル
ス感染していないMS-DOS システムディスクと、作業用に使用す
るフォーマット済みのフロッピーディスク(2HD)1 枚が必要です。
なお、ウイルス駆除作業にはOSに関する高度な知識が必要な場合
もありますので、不明な点がありましたら、弊社サポートセンター
にご相談ください。
なお、サポート窓口につきましては同梱「サポートサービスメ
ニュー」をご覧ください。
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アンインストール
ウイルスバスター 98 のアンインストールは、アンインストール・
プログラムでおこないます。

1.「ウイルスバスター98」の終了

「ウイルスバスター 98」と「リアルタイムモニタ」の起動中には、
アンインストールはおこなえません。「ウイルスバスター98」と「リ
アルタイムモニタ」を終了してからアンインストールを開始してく
ださい。
終了の手順は、本章の「起動と終了」の項を参照してください。

2. アンインストーラーの起動

［スタートメニュー］→［プログラム］→［ウイルスバスター 98］
の［ウイルスバスター98のアンインストール］をクリックします。

3.アンインストールの確認

［アンインストールしますか］というメッセージが表示されます。
［はい(Y)］を選択します。

4．アンインストールの実行

インストールされたファイル、フォルダ、スタートメニューの項目
が削除され、変更されたシステム設定が元に戻されます。
以上でアンインストールは終了です。
アンインストールが終了したら、システムを再起動してください。
なお、アンインストーラーでは、ログファイルおよび、移動された
ウイルス感染ファイルは削除されません。また完全にアンインス
トールされずにファイルやフォルダが残っている場合があります。
このようなときには、アンインストール後、システムを再起動し、
マイコンピュータやエクスプローラを使用して削除します。
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■ユーザー登録について
インストールが終了したら、ユーザー登録をおこなってください。
ユーザー登録は、同梱の「ユーザー登録ハガキ」またはインター
ネットによる「オンライン登録」で登録できます。なお、ユーザー
登録はハガキまたはオンラインのどちらか一方だけでおこなってく
ださい。

オンライン登録の手順
「オンライン登録」をおこなうには、インターネット接続ができる
環境とWeb ブラウザが必要です。
オンライン登録をおこなう手順は以下の通りです。
［スタートメニュー］→［プログラム］→［ウイルスバスター 98］
→［オンライン登録］をクリックするか、ウイルスバスター 98の
プログラムフォルダにインストールされた［オンライン登録］アイ
コンを開くと､Webブラウザが起動し、［オンライン登録］ページが
表示されます。
ダイアルアップ接続でご利用の場合は、［接続］ダイアログが表示
され、インターネット接続後にページが表示されます。また、オン
ライン登録終了後、インターネットへの接続は自動では切断されま
せんので、ブラウザを閉じ、接続を終了してください。

■起動と終了（アンロード）
「ウイルスバスター98」は、ウイルス検索プログラム「ウイルスバ
スター 98」と、ファイルの入出力時にウイルス検索をリアルタイ
ムでおこなう「リアルタイムモニタ」、インターネットの接続時に
インターネット・ウイルス(不正Javaアプレットおよび不正ActiveX
コントロール)のダウンロードをブロックする「WebTrap」 の3つの
プログラムで構成されます。
ここでは、それぞれのプログラムの起動と終了の方法を説明します。
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起動
それぞれのプログラムの起動方法を説明します。

ウイルスバスター98

「ウイルスバスター 98」の起動方法は以下の３種類です。
・［スタートメニュー］→［プログラム］→［ウイルスバスター98］
の、［ウイルスバスター 98］を選択します。
・タスクトレイの［リアルタイムモニタ］の「アイコン」を右クリッ
クして、表示されたメニューから［ウイルスバスター 98 の起動］
を選択します。
・クイック起動バーの「ウイルスバスター 98」のアイコンをダブル
クリックします。

リアルタイムモニタ

「ウイルスバスター98」をインストールすると、［リアルタイムモニ
タ］は次回のシステム起動時から自動的に実行されます。タイトル
画面を表示し、タスクトレイに格納されます。
「リアルタイムモニタ」を手動で起動する場合は、［スタートメ
ニュー］→［プログラム］→［ウイルスバスター 98］の、［リアル
タイムモニタ］を選択します。

WebTrap

「WebTrap」は、「ウイルスバスター98」で「使用する」に設定した
後にWeb ブラウザを起動すると自動的に起動します。「WebTrap」
を使用する場合は、リアルタイムモニタが動作していることが必要
です。
「WebTrap」は［インターネット］設定画面で設定します。
ただし、インターネット接続中は、［インターネット］設定画面で
の設定変更はおこなわないでください。インターネット接続が切断
されることがあります。
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終了（一時停止）
それぞれのプログラムの終了方法を説明します。

ウイルスバスター98

メイン画面の［終了］ボタンをクリックするか､右上のクローズ
ボックスをクリックします。

リアルタイムモニタ

タスクトレイの「ウイルスバスター 98」のアイコンを、右クリッ
クして表示されるメニューから、「リアルタイムモニタの終了」を
選択します。プログラムは終了します。

一時停止
インターネットに接続して、「WebTrap」が動作している場合は、
必ずブラウザをすべて終了し、接続を切断してからリアルタイムモ
ニタを終了してください。
また、タスクトレイの「リアルタイムモニタ」のアイコンを、右ク
リックして表示されるメニューから、「リアルタイムモニタの停
止」を選択すると、一時的にリアルタイムモニタを停止できます。
リアルタイムモニタの停止中はリアルタイム検索をおこないませ
ん。ただし、予約検索、WebTrap、自動アップデートは動作します。

再開
停止した「リアルタイムモニタ」を再び実行するには、タスクトレ
イの「リアルタイムモニタ」のアイコンを、右クリックして表示さ
れるメニューから、「リアルタイムモニタの再開」を選択します。

WabTrap

「WebTrap」は、「ウイルスバスター98」の［設定］画面で「使用しな
い」設定にすると、Webブラウザを起動しても動作しなくなります。
Webブラウザの起動中にインターネットの設定変更をおこなったり、
「リアルタイムモニタ」の終了はおこなわないでください。インター
ネットの接続が切断されるなど、正常に動作できなくなります。
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■メイン画面の見方
ここでは、ウイルス検索プログラム「ウイルスバスター 98」の画
面構成について説明します。

各部の名称
「ウイルスバスター98」を起動すると、次のような画面が表示され
ます。
画面の各部の名称は以下の通りです。

機能アイコン�

メインバー�
(バー全体)

機能バー�

メインメニュー�

機能画面�

画面名�

メイン画面は、画面上部の「メインメニュー」、画面左側の「メイン
バー」、画面右側の「機能画面」に分けられます。

メインバー

［メインバー］は、実行する機能画面をすばやく選択するための
バーです。
［メインバー］には機能のグループを選択する［機能バー］と、グ
ループ内から個別の機能を選択する［機能アイコン］があります。
［機能バー］を選択し、［機能アイコン］をクリックすると、それぞ
れの画面が表示されます。
何らかの設定を変更すると、「設定を保存しますか」という確認
メッセージが表示されます。
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機能画面

［メインバー］または［メインメニュー］で選択した画面が表示さ
れます。
画面名は、左上隅の［画面名称］欄に表示されます。
画面構成は各機能画面によって異なります。画面の内容は、各機能
の項目で説明します。

メインバーの設定
［メインバー］に表示されている［機能アイコン］のサイズを変更
できます。
［メインバー］のエリア内で右クリックすると、「Large Size」「Small
Size」というメニューが表示されます。使用したい［機能アイコン］
のサイズを選択します。
［機能アイコン］のサイズは［機能バー］ごとに設定します。
［機能アイコン］をドラッグ&ドロップすることで、［機能バー］
内での並びを変更できます。また、［機能バー］とメイン画面の境
界はドラッグして左右に移動できます。
これらの機能は、起動するたびに設定する必要があります。
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■ヘルプの使い方
「ウイルスバスター98」には各画面に［ヘルプ］ボタンがあります。
［ヘルプ］ボタンをクリックすると、その画面のヘルプが表示され
ます。
［ヘルプ］メニューの［ウイルスバスター98のヘルプ］を選択する
か、［トピックの検索］を選択しても、ヘルプを参照できます。

ウイルスパターン・ファイルと検索エンジンの表示
［ヘルプ］メニューの［バージョン情報］を選択すると、［バージョ
ン情報］画面を表示します。

「ウイルスバスター98」のバージョン情報、ライセンスとシリアル
番号、リソースの情報、ウイルスパターン・ファイルと検索エンジ
ンのバージョン情報を表示します。

トレンドマイクロWebページの表示
［ヘルプ］メニューの［トレンドマイクロWebページ］を選択する
と、自動的にWeb ブラウザが起動し、トレンドマイクロのサイト
が表示されます。この機能を使用するには、インターネットに接続
ができ、Web ブラウザが使用できる環境が必要です。
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■救済ディスクについて
救済ディスクは、システム感染型のウイルスに感染したシステムを
復旧するために使用します。
救済ディスクは、インストール時に作成しますが、インストール後
に作成することもできます。
Windowsがプリインストールされた機種の一部では、救済ディスク
の作成に失敗するものがあります。救済ディスクの作成に失敗した
場合は、巻末の「トラブルシューティング」を参照してください。

フロッピーディスクの準備
救済ディスクを作成するには、2HDのフロッピーディスクが2枚必
要です。
それぞれのディスクに同梱の「起動用ディスク」「検索用ディス
ク」のラベルを貼ります。
フロッピーディスクは、自動的にフォーマットされます。フォー
マット済みのディスクを使う必要はありません。

 救済ディスクの更新
OSのアップグレードをおこなった場合など、システムに変更を加
えた場合は、救済ディスクを新しく作り直す必要があります。シス
テムに変更を加えた後に、元の救済ディスクを使用してシステムを
復旧すると、システムに重大な損傷を与え、ハードディスクにアク
セスできなくなります。
特にWindows95からWindows98にアップグレードした場合は、必
ず救済ディスクを作り直してください。
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旧製品の救済ディスク
ウイルスバスター 95 / 97 で作成した救済ディスクは、｢ウイルスバ
スター 98｣では使用できません。
必ず｢ウイルスバスター 98｣で救済ディスク新しく作成して使用し
てください。
ウイルスバスター95 / 97 の救済ディスクを使用した場合、システム
に重大な損傷を与え、ハードディスクにアクセスできなくなります。

救済ディスクの作成方法
救済ディスクの作成手順は以下の通りです。

1 救済ディスクの作成プログラムの起動 .

[スタートメニュー]→[プログラム] →[ウイルスバスター 98] →[救
済ディスクの作成]と選択します。
救済ディスクの作成プログラムが起動します。

フロッピーをドライブに入れ、ターゲットドライブ欄でフロッピー
ディスクドライブを選択し、 [開始] ボタンをクリックします。
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2. 検索用ディスクのフォーマット

検索用ディスクのフォーマットをおこないます。
ドライブに検索用ディスクをセットし、[はい]ボタンをクリックします。

フォーマット開始画面が表示されます。
フォーマットしていないディスクの場合は、「フォーマットの種
類」に「通常のフォーマット」を、フォーマット済みのディスクの
場合は「クイックフォーマット」を選び、[開始]ボタンをクリックし
ます。「ボリュームラベル」欄は入力する必要はありません。

3. 起動用ディスクの作成

検索用ディスクのフォーマットが終了すると、続いて起動用ディス
クを作成します。

ドライブに起動用ディスクをセットし、[OK]ボタンをクリックします。
検索用ディスクと同じ手順でフロッピーディスクをフォーマットし
ます。フォーマットが終了すると、起動ディスクに必要なファイル
をコピーします。

ファイルのコピーの進行状況は、ウインドウ下のバーで表示されます。
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4. 検索用ディスクの作成

起動用ディスクの作成が終了すると、次の画面が表示されます。
ディスクをドライブから取り出して、ライトプロテクトをかけます。

検索用ディスクをドライブにセットし、[OK]ボタンをクリックします。
ディスクに必要なファイルをコピーします。
ファイルのコピーの進行状況は、ウインドウ下のバーで表示されます。
ファイルのコピーが終了すると、検索用ディスク作成終了のメッ
セージが表示されます。
ドライブから取り出して、ライトプロテクトをかけます。
これで、救済ディスクの作成は終了です。
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PC-9801 / PC-9821シリーズの救済ディスクの作成方法
救済ディスクを作成するには、フォーマット済みの 2HDのフロッ
ピーディスクが 2枚必要です。

1. 起動ディスクの作成

フロッピーディスクの１枚は、Windows95 またはWindows98 の起
動ディスクを作成します。
Windows の起動ディスクの作成の手順は以下の通りです。
1.[スタートメニュー]→[設定]→[コントロールパネル]でコントロー
ルパネルを開き、[アプリケーションの追加と削除]を開きます。
2.[起動ディスク]タブをクリックして [起動ディスク]画面を表示
し、[ディスク作成] をクリックします。
起動ディスクが作成されます。
このディスクに同梱の「起動用ディスク」のラベルを、もう1枚の
ディスクに「検索用ディスク」のラベルを貼ります。

2. 救済ディスクの作成プログラムの起動.

[スタートメニュー]→[プログラム] →[ウイルスバスター 98] →[救
済ディスクの作成]と選択します。
救済ディスクの作成プログラムが起動します。

ターゲットドライブ欄でフロッピーディスクドライブを選択し、 [開
始] ボタンをクリックします。
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3. 起動用ディスクの作成

起動用ディスクを作成します。

ドライブに起動用ディスクをセットし、[OK]ボタンをクリックします。
起動ディスクに必要なファイルをコピーします。

ファイルのコピーの進行状況は、ウインドウ下のバーで表示されます。

4. 検索用ディスクの作成

起動用ディスクの作成が終了すると、次の画面が表示されます。
ディスクをドライブから取り出して、ライトプロテクトをかけます。

検索用ディスクをドライブにセットし、[OK]ボタンをクリックします。
ディスクに必要なファイルをコピーします。
ファイルのコピーの進行状況は、ウインドウ下のバーで表示さ
ファイルのコピーが終了すると、メッセージが表示されます。
ドライブから取り出して、ライトプロテクトをかけます。
これで、修復ディスクの作成は終了です。
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第3章　 リアルタイム検索
本章では､ファイルの入出力時にリアルタイムでウイルス検索を行
なう、「リアルタイムモニタ」について説明します。

■リアルタイムモニタとは
「リアルタイムモニタ」は、ファイルの入出力時にリアルタイムで
自動的にウイルス検査をおこないます。この機能により、ウイルス
を常に監視し、コンピュータへの侵入を防止できます。

■リアルタイムモニタの起動・一時停止・終了
「ウイルスバスター98」をインストールすると、次回のシステム起
動時より「リアルタイムモニタ」が自動的に起動し、タスクトレイ
に格納されます。

起動
通常は、Windows 起動時に自動的に起動されます。
「リアルタイムモニタ」を自動的に起動していない場合や､なんらか
の理由で終了した場合に起動する手順は以下の通りです。
［スタートメニュー］→［プログラム］→［ウイルスバスター 98］
の［リアルタイムモニタ］をクリックします。

一時停止と再開
「リアルタイムモニタ」を停止するには、タスクトレイの［リアル
タイムモニタ］アイコンを右クリックすると表示されるメニューか
ら、［リアルタイムモニタの停止］を選択します。
リアルタイムモニタを一時停止すると、リアルタイム検索はおこな
いませんが、予約検索、WebTrap、自動アップデートは動作します。
一時停止した検索を再開するときは、タスクトレイの［リアルタイ
ムモニタ］アイコンを右クリックし、［リアルタイムモニタの再
開］を選択します。
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リアルタイムモニタの状態は、以下のアイコンで示されます。
リアルタイムモニタ実行中
リアルタイムモニタ停止中

終了
「リアルタイムモニタ」を終了させるには、タスクトレイのアイコ
ンを右クリックし、表示されたメニューから［リアルタイムモニタ
を終了］を選択します。

■リアルタイムモニタの設定
「リアルタイムモニタ」の検索対象、ウイルス感染ファイルの発見
時の処理を設定します。

リアルタイム検索設定画面の表示
「リアルタイムモニタ」の設定は、ウイルス検索プログラム「ウイル
スバスター 98」の［リアルタイム検索］設定画面でおこないます。
［リアルタイム検索設定］画面の表示方法は以下の通りです。

1. 「ウイルスバスター98」の起動

タスクトレイの［リアルタイムモニタ］アイコンを右クリックして
表示されるメニューから、［ウイルスバスター98を起動］を選択し
「ウイルスバスター 98」を起動します。
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2.［リアルタイム検索］設定画面の表示

［設定］バーの［リアルタイム検索］アイコンをクリックします。
または、［設定］メニューの［リアルタイム検索］を選択します。
［リアルタイム検索］設定画面が表示されます。

設定を変更したら、［更新］ボタンをクリックして、設定を保存し
ます。
［キャンセル］ボタンをクリックすると､設定を保存せずに前の設定
に戻ります。

リアルタイム検索の初期設定
リアルタイム検索は、「ウイルスバスター98」の導入時には、以下
のように設定されています。

象対視監 ルイァフ力出入のてべす

理処の時見発スルイウ ）理処動手（置放
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リアルタイム検索の検索設定
［検索指定］欄では、リアルタイムの起動（＝ON）、検索対象、検
索するファイル形式などを設定します。

欄定指索検 容内

動起の索検ムイタルアリ
ルアリ、とるすにンオをスクッボクッェチのこ

。すまいなこおを索検スルイウでムイタ

みのルイァフ力入 すまし索検をルイァフむ込読らかどなクスィデ

みのルイァフ力出 すまし索検をルイァフむ込書にどなクスィデ

ルイァフ力出入 すまし索検にもとをルイァフ力出・力入

欄式形のルイァフ索検 容内

索検をルイァフのてべす すまし索検スルイウをルイァフのて全

索検をルイァフたし択選
索検スルイウをけだルイァフの子張拡たし択選

。すまし

ンタボ］択選の式形ルイァフ［

索検スルイウをけだルイァフの子張拡たし択選
タボるす示表を面画択選の子張拡、に合場るす
は順手作操の」択選の式形ルイァフ「。すでン

。いさだくてし照参を目項の次

ウイルス検索対象の設定
コンピュータ・ウイルスは全てのファイルに感染するわけではあり
ません。画像ファイルなど、ウイルス感染しないファイルもありま
す。ウイルスは、基本的に実行可能な種類のファイルに感染します。
「ウイルスバスター98」は、特定の拡張子のみを指定してウイルス
検索をおこなえます。
［すべてのファイルを検索］と［検索ファイルの選択］のどちらかを
選択します。［検索ファイルの選択］では､「ウイルスバスター 98」
の初期設定では、以下のファイルをウイルス検索します。

子張拡
,EXE.,TOD.,COD.,MOC.,SSALC.,ALC.,NIB.
TLX.,SLX.,SYS.,LVO.,XCO.,ZBO.,TBO.,DBO.
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システム領域の検索の設定

［システム領域の検索］のチェックボックスをオンにすると、パー
ティションテーブル及びブートセクタに対してウイルス検索します。

検索するファイル形式の変更

［検索ファイルの選択］を選択した場合､検索するファイル形式を変
更するには以下の手順でおこないます。
［検索設定］画面で、［検索ファイルの選択］を選択し、［ファイル
形式の選択］ボタンをクリックします。
［プログラムファイルの拡張子］画面が表示されます。

KO 。すまり戻に面画定設索検てし存保を定設たし更変

ルセンャキ 。すまり戻に面画定設索検、でいなし存保を定設たし更変

加追

表が面画」子張拡るす加追「、とるすクッリクをンタボ］加追［
拡の字文３で字文数英角半に欄］子張拡るす加追［。すまれさ示

［、し力入を子張 KO 。すましクッリクをンタボ］

除削
欄」子張拡のルイァフムラグロプ「。すまし除削を子張拡たし定指
。すましクッリクをンタボ］除削［、し択選を子張拡るす除削らか

す戻に準標 。すまし戻に定設期初を式形ルイァフるす索検

ルイァフ縮圧 。すまし加追を子張拡のルイァフ縮圧にルイァフうなこおを索検
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設定が終了したら、［OK］ボタンをクリックして､［検索設定］画面
に戻ります。
設定の変更は、次回の検索から有効となります。
検索ファイル形式の拡張子は、少なくとも１種類は指定してくださ
い。指定がなければ検索は実行できません。

圧縮ファイルの検索の設定

［圧縮ファイルの検索］ボタンをクリックすると、検索するファイ
ルの拡張子に、圧縮ファイルの拡張子が追加されます。
［圧縮ファイルの検索］ボタンをクリックして追加される、検索可
能な圧縮ファイルは以下の通りです。

式形縮圧 子張拡の象対索検 他のそ

2PIZ(PIZ 換互 )
PIZUNG
PIZXINU

PIZ.
場るあが定指ドーワスパ

んせまきで索検は合

x1.2AHL(HZL ）換互 HZL.

tenibaC BAC.

EXEZL EXE.

SSERPMOC-SM _LX.,_OD.,_XE.,_OC.
は子張拡の前縮圧

SLX.,COD.,EXE.,MOC.

圧縮ファイル内の圧縮ファイルを検査することが可能です。2段階
の圧縮まで対応しています。
また、圧縮ファイル内にウイルス感染ファイルを発見した場合､圧
縮ファイルに対してはウイルスの処理をおこなえません。一度圧縮
ファイルを解凍してからウイルスの処理をおこなってください。
圧縮形式のバージョンによっては、検査できない場合があります。
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なお、追加される圧縮ファイル以外に、以下の形式に対応しています。

式形縮圧 他のそ

ETILKP は子張拡 EXE.,MOC.

RAT は子張拡 RAT.

sserpmoCXINU

式形ドーコンエ

edocnEUU

EMIM 。んせまし応対は合場るいてれさ化号暗

xeHniB

これらの形式のファイルを検索する場合は、対応する拡張子(特定
の拡張子がない形式もあります)を入力するか、あるいは「すべて
のファイルを検索」を選択します。

ウイルス感染ファイルの処理の設定
［ウイルス発見時の処理］欄では、リアルタイム検索によって発見
された感染ファイルの処理方法を指定します。
ウイルスが発見されると、以下のような画面が表示されます。

ウイルス感染ファイルの処理に［放置］が指定されている場合は、
ファイルの処理はおこなわれません。ただし、ファイルのオープン
といった処理は実行されず、ウイルス感染の拡大は止められます。
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それ以外の、［ファイル削除］、［ウイルス駆除］、［ファイル移動］、
［拡張子変更］が選択されている場合は、自動的に処理が実行さ
れ、処理がおこなわれたことをユーザーに報告します。

ウイルス発見時の処理

以下の 5種類の処理から選択します。

置放

。んせまいなこおを理処てし対にスルイウ
理処たしとうよし行実たっいとンプーオのルイァフ、しだた

。んせまきで行実は

除駆スルイウ

ルイウらかルイァフ。すまき除り取をスルイウらかルイァフ
に」理処の時敗失除駆「の次、は合場たっかなきで除駆をス

。すまいなこおを理処、てっがたし

除削ルイァフ すまし除削をのものそルイァフ染感スルイウ

更変子張拡

しに能可不行実、てし更変を子張拡のルイァフ染感スルイウ
。すま

「が子張拡、とうなこおをムーネリ RIV. 。すまれさ更変に」
が子張拡 RIV. 、はに合場るあに既がルイァフの名同で 10V. に

。すまれさムーネリ 10V. 、はに合場るあに既が 20V. まりなと
（。す 99V. ）でま

動移ルイァフ

初。すまし動移にダルォフたし定指をルイァフ染感スルイウ
、は名ダルォフの先動移はで定設期 ¥seliFmargorP¥:C" ルイウ

ータスバス "TCEPSUS¥89 。すで

ウイルス発見時の自動処理使用時の注意

［ウイルス駆除］、［ファイル削除］、［拡張子変更］、［ファイル移動］
の自動処理は、システムファイルや重要なファイルであっても処理
を実行し、中止できません。
これらの処理は自動処理が実行されても安全であることをご確認の
うえ、設定してください。
安全かどうかわからない場合は、［放置］を選択し、ウイルス発見
後に｢ウイルスバスター 98｣の手動検索で感染ファイルを処理する
ことをお薦めします。
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感染ファイル移動先の指定時の注意

移動先のフォルダには、フロッピーなどの交換可能なメディアおよ
びネットワークドライブを指定しないでください。
移動先のフォルダが書込み禁止などの理由で、移動ができない場
合、ウイルス・ログには、「移動に失敗しました」と記述されます。

ウイルス駆除に失敗したときの処理の設定
ウイルスを発見し、「ウイルス駆除」をおこなったときに、何らか
の理由でそのウイルスを駆除できなかった場合におこなう処理を設
定します。
上書き感染型ウイルスのように、感染時にもとのファイルを破壊す
るウイルスや、変種や亜種のウイルスなどは、発見できても駆除で
きない場合があります。
こういった場合におこなう処理を「放置」、「ファイル削除」、「拡張
子変更」、「ファイルの移動」から選択します。
それぞれの処理については「ウイルス発見時の処理」を参照してく
ださい。なお、「ファイル放置」を選択すると、「ウイルス発見」の
ログが残る以外、感染ファイルに対してなにもしません。

■リアルタイム検索のログ
リアルタイム検索について、発見されたウイルスおよびウイルス感
染ファイルについての記録（ウイルス・ログ）が作成されます。
検索ログは、ウイルス検索で発見されたウイルス感染ファイルを記
録します。
リアルタイムの検索ログの内容を参照するには、「ウイルスバス
ター 98」を起動して、［ログ表示］バーの［ログ表示］アイコンを
クリックします。
［ログ表示］画面が表示され、「ウイルスバスター98」が起動した時
点のログファイルが表示されます。
「ウイルスバスター98」がすでに起動していた場合は、［ログ表示］
画面で［更新］ボタンをクリックします。
ログの管理については「第9章　ログファイル」を参照してください。
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第4章　ウイルス検索
本章では、ファイル･フォルダ・ドライブに対するウイルス検索プ
ログラム「ウイルスバスター 98」について説明します。

■ウイルス検索プログラム

　「ウイルスバスター98」とは
「ウイルスバスター98」のウイルス検索プログラムは、ファイルと
ドライブに対してウイルス検索をおこないます。
本マニュアルでは、このウイルス検索プログラムを「ウイルスバス
ター 98」といいます。
「ウイルスバスター98」をインストールすると､「リアルタイムモニ
タ」が動作し､ウイルスの感染、感染ファイルの侵入を防止します。
しかし、何らかの理由で「リアルタイムモニタ」を停止している時
にファイルがコピーされた場合などはウイルス感染の可能性が残り
ます。
このような場合、あるいは新しいウイルスパターン・ファイルに更
新したときに、「ウイルスバスター98」を使用してファイルやドラ
イブに対してウイルス検索をおこないます。
また、フロッピー、MO、CD-ROMなどのメディアを新しく入手し
た場合や、他人にメディアを渡す前のウイルスチェックに「ウイル
スバスター 98」の手動検索を使用します。
ウイルス検索は、「ウイルスバスター98」の［手動検索］画面でお
こないます。

■「ウイルスバスター98」の起動
「ウイルスバスター98」を起動するには、「スタートメニュー」から
起動する方法と「タスクトレイ」の「リアルタイムモニタ」および
「クイック起動ツールバー」から起動する方法の3種類があります。
それぞれの起動方法について説明します。
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スタートメニュー

［スタートメニュー］→［プログラム］ →［ウイルスバスター98］ →
［ウイルスバスター 98］の順にクリックします。

リアルタイムモニタからの起動

タスクトレイの「ウイルスバスター 98」のアイコンを右クリック
し、メニューから［ウイルスバスター 98 を起動］を選択します。

クイック起動ツールバーからの起動

Internet Explorer 4.0 の［クイック起動ツールバー］から「ウイルス
バスター 98」のアイコンを選択します。
「ウイルスバスター98」の起動時には、［手動検索］画面が表示され
ます。
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■ウイルス検索の開始
「ウイルスバスター 98」でウイルス検索をおこなうには、［手動検
索］画面でウイルス検索をおこなうドライブまたはフォルダを選択
し､［検索開始］ ボタンをクリックします。
ウイルス検索が開始されます。

ウイルスが発見されなかった場合
ウイルスが発見されずに検索を終了すると、「検索終了」画面が表
示されます。

ウイルスが発見された場合
「ウイルスバスター98」は、ウイルス検索でウイルス感染を発見す
ると、「ウイルス発見」のウインドウを表示し、ユーザーは感染ファ
イルの処理を選択できます。
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ウイルス感染ファイルの処理については「第６章　ウイルスを発見
時の処理」を参照してください。
また、ウイルス感染ファイルの処理は自動でおこなうこともできま
す。感染ファイルの自動処理を選択した場合は、ウイルスが発見さ
れると、設定された処理がおこなわれます。
自動処理の設定およびウイルス検索の詳細な設定は［検索設定］画
面でおこないます。詳しくは「ウイルス検索の設定」を参照してく
ださい。

■その他の検索開始方法
「ウイルスバスター98」でのウイルス検索方法は、［検索］画面から
おこなう以外に、以下の方法があります。

右クリック
［マイコンピュータ］または［エクスプローラ］でドライブ、フォ
ルダまたはファイルを選択して右クリックし、表示されたメニュー
から、［ウイルスバスター 98］を選びます。
選択されたドライブ、フォルダまたはファイルのウイルス検索が実
行されます。

ドラッグ&ドロップ検索
［マイコンピュータ］または［エクスプローラ］でドライブ、フォ
ルダまたはファイルを選択し、「ウイルスバスター98」のメイン画
面にドラッグ&ドロップします。
選択されたドライブ、フォルダまたはファイルのウイルス検索が実
行されます。
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■ウイルスバスター98の設定

［手動検索］設定画面の表示
［設定］バーの［手動検索］アイコンをクリックします。
または、［設定］メニューから［手動検索］を選びます。
［手動検索］設定画面が表示されます。

この画面では、ウイルス検索の対象、ウイルス発見時の自動処理お
よび、ウイルス駆除に失敗したときの処理を設定します。
ここで設定された内容は、手動検索および予約検索に共通で使用さ
れます。

ウイルス検索対象の設定
コンピュータ・ウイルスはすべてのファイルに感染するわけではあ
りません。画像データのファイルなど、ウイルス感染が発生しない
ファイルもあります。ウイルスは、基本的に実行可能な種類のファ
イルに感染します。
「ウイルスバスター98」は、特定の拡張子のみを指定してウイルス
検索をおこなえます。
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［すべてのファイルを検索］または［検索ファイルの選択］のどち
らかを選択します。［検索ファイルの選択］を選んだ場合は､初期設
定では、以下のファイルをウイルス検索します。

子張拡
,EXE.,TOD.,COD.,MOC.,SSALC.,ALC.,NIB.
TLX.,SLX.,SYS.,LVO.,XCO.,ZBO.,TBO.,DBO.

システム領域の検索の設定

［システム領域の検索］のチェックボックスをオンにすると、パーティ
ション・テーブル及びブートセクタに対してウイルス検索します。

検索するファイル形式の変更

［検索ファイルの選択］を選択した場合､検索するファイル形式を変
更するには以下の手順でおこないます。
［検索設定］画面で、［検索ファイルの選択］を選択し、［ファイル
形式の選択］ボタンをクリックします。
［プログラムファイルの拡張子］画面が表示されます。
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KO 。すまり戻に面画定設索検てし存保を定設たし更変

ルセンャキ 。すまり戻に面画定設索検、でいなし存保を定設たし更変

加追

表が面画」子張拡るす加追「、とるすクッリクをンタボ］加追［
拡の字文３で字文数英角半に欄］子張拡るす加追［。すまれさ示

［、し力入を子張 KO 。すましクッリクをンタボ］

除削
欄」子張拡のルイァフムラグロプ「。すまし除削を子張拡たし定指
。すましクッリクをンタボ］除削［、し択選を子張拡るす除削らか

す戻に準標 。すまし戻に定設期初を式形ルイァフるす索検

ルイァフ縮圧 。すまし加追を子張拡のルイァフ縮圧にルイァフうなこおを索検

設定が終了したら、［OK］ボタンをクリックして､［検索設定］画面
に戻ります。設定の変更は、次回の検索から有効となります。
検索ファイル形式の拡張子は、少なくとも１種類は指定してくださ
い。指定がなければウイルス検索はおこなえません。

圧縮ファイルの検索の設定

［圧縮ファイルの検索］ボタンをクリックすると、検索するファイ
ルの拡張子に、圧縮ファイルの拡張子が追加されます。
［圧縮ファイルの検索］ボタンをクリックして追加される、検索可
能な圧縮ファイルは以下の通りです。

式形縮圧 子張拡の象対索検 他のそ

2PIZ(PIZ 換互 )
PIZUNG
PIZXINU

PIZ.
場るあが定指ドーワスパ

んせまきで索検は合

x1.2AHL(HZL ）換互 HZL.

tenibaC BAC.

EXEZL EXE.

SSERPMOC-SM _LX.,_OD.,_XE.,_OC.
は子張拡の前縮圧

SLX.,COD.,EXE.,MOC.

圧縮ファイル内の圧縮ファイルを検査することが可能です。2段階
の圧縮まで対応しています。
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また、圧縮ファイル内にウイルス感染ファイルを発見した場合､圧
縮ファイルに対してはウイルスの処理をおこなえません。一度圧縮
ファイルを解凍してからウイルスの処理をおこなってください。
なお、追加される圧縮ファイル以外に、以下の形式に対応しています。

式形縮圧 他のそ

ETILKP は子張拡 EXE.,MOC.

RAT は子張拡 RAT.

sserpmoCXINU

式形ドーコンエ

edocnEUU

EMIM 。んせまし応対は合場るいてれさ化号暗

xeHniB

これらの形式のファイルを検索する場合は、対応する拡張子(特定
の拡張子がない形式もあります)を入力するか、あるいは［すべて
のファイルを検索］を選択します。
圧縮形式のバージョンによっては、検査できない場合があります。
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ウイルス感染ファイルの処理の設定
「ウイルスバスター98」は、ウイルス検索でウイルス感染を発見す
ると、「ウイルス発見」のウインドウを表示し、ユーザーは感染ファ
イルの処理を選択できます。
また、あらかじめ設定しておくことで、感染ファイルの処理を自動
的におこなうこともできます。
［ウイルス発見時の処理］欄では、手動検索または予約検索によっ
て発見された感染ファイルの処理方法を指定します。
ウイルスが発見されると、次のような画面が表示されます。

このとき、自動処理が設定されていると、ウイルス感染ファイルは
自動で処理されるため、処理を選択するボタンは灰色で表示され、
使用できません。

ウイルス発見時の自動処理使用時の注意

［ウイルス駆除］、［ファイル削除］、［拡張子変更］、［ファイル移動］
の自動処理は、システムファイルや重要なファイルであっても処理
を実行し、中止できません。これらの処理は自動処理が実行されて
も安全であることをご確認のうえ、設定してください。
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安全かどうかわからない場合は、［放置］を選択し、ウイルス発見
後に｢ウイルスバスター 98｣の手動検索で感染ファイルを処理する
ことをお薦めします。

ウイルス発見時の処理

以下の 5種類の処理が設定できます。

置放 ( 理処動手 )

。んせまいなこおを理処動自てし対にスルイウ
を理処るす対にルイァフ染感がーザーユ、に時見発スルイウ

すまし択選

除駆スルイウ

ルイウらかルイァフ。すまき除り取をスルイウらかルイァフ
に」理処の時敗失除駆「の次、は合場たっかなきで除駆をス

すまいなこおを理処、てっがたし

除削ルイァフ すまし除削をのものそルイァフ染感スルイウ

更変子張拡

しに能可不行実、てし更変を子張拡のルイァフ染感スルイウ
すま

「が子張拡、とうなこおをムーネリ RIV. 。すまれさ更変に」
が子張拡 RIV. 、はに合場るあに既がルイァフの名同で 10V. に

。すまれさムーネリ 10V. 、はに合場るあに既が 20V. まりなと
（す 99V. ）でま

動移ルイァフ

初。すまし動移にダルォフたし定指をルイァフ染感スルイウ
、は名ダルォフの先動移はで定設期 ¥seliFmargorP¥:C" ルイウ

ータスバス "TCEPSUS¥89 すで

感染ファイル移動先の指定時の注意

移動先のフォルダには、フロッピーなどの交換可能なメディアおよ
びネットワークドライブを移動先のフォルダとして指定しないでく
ださい。
移動先のフォルダが書込み禁止などの理由で、移動ができなかった
場合、ウイルス・ログには、「移動に失敗しました」と記録されます。
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ウイルス駆除に失敗したときの処理の設定
ウイルスを発見し、「ウイルス駆除」をおこなったときに、何らか
の理由でそのウイルスを駆除できなかった場合におこなう処理を設
定します。
上書き感染型ウイルスのように、感染時にもとのファイルを破壊す
るウイルスや、変種や亜種のウイルスなどは、発見できても駆除で
きない場合があります。
こういった場合におこなう処理を「ファイル放置」、「ファイル削
除」、「拡張子変更」、「ファイル移動」から選択します。
それぞれの処理については「ウイルス感染ファイルの処理の設定」
を参照してください。
なお、「ファイル放置」を選択すると、「ウイルス発見」のログが残
る以外、感染ファイルに対してなにもしません。
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第5章　自動検索（予約検索）
本章では、フォルダ・ドライブに対するウイルス検索を定期的に自
動実行する､「予約検索」機能とWindows 95 / Windows 98 の起動時
にウイルス検索をおこなう「起動時のウイルス検索」について説明
します。
この2種類のウイルス検索は、共に「予約設定」画面で設定します。
「予約検索」は、「第４章　ウイルス検索」と同じ方法でウイルスを
検索します。
「予約検索」を設定すると、指定日の指定時刻になると、自動的に
「ウイルスバスター98」が起動され、バックグラウンドでウイルス
検索がおこなわれます。
なお、この機能を使用するには、コンピュータ本体の電源が入って
いて､なおかつ｢リアルタイムモニタ｣が起動されている場合に限り
ます｡
「ウイルスバスター 98」は、 Windows 95 / Windows 98 起動時に自
動的にウイルス検索をおこなえます。この機能はオンにしておくこ
とをお薦めします。
予約検索機能を使用する場合は、自動アップデート機能と同じ時刻
に設定しないようにご注意ください。

■予約検索
「予約検索」は、「第４章　ウイルス検索」と同じ方法でウイルスを
検索します。
「予約検索」を設定すると、指定日の指定時刻になると、自動的に
「ウイルスバスター98」が起動され、バックグラウンドでウイルス
検索がおこなわれます。
なお、この機能を使用するには、コンピュータ本体の電源が入って
いて､なおかつ｢リアルタイムモニタ｣が起動されている場合に限り
ます｡
予約検索を設定する手順は次の通りです。
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■｢予約検索｣設定画面の表示
予約検索の設定は、｢予約検索｣設定画面でおこないます。｢予約検索｣
設定画面を表示する手順は以下の通りです。

1.「ウイルスバスター98」を起動する

タスクトレイの［リアルタイムモニタ］のアイコンを右クリック
し、メニューから［ウイルスバスター 98 を起動］を選びます。

2. 予約設定画面を開く

［設定］バーの［予約検索］をクリックします。
または、［設定］メニューから［予約検索設定］を選びます。
［予約検索］画面が表示されます。

3．予約検索設定画面の更新

予約検索の設定が終了したら､［OK］ボタンをクリックし、変更し
た設定を保存してください。［キャンセル］ボタンをクリックする
と､変更する前の設定に戻ります。



ウイルスバスター98

60

予約検索のオン／オフ
［検索周期］欄で［検索しない］を選択すると､「予約検索」はおこ
ないません。
［検索しない］以外の周期を選択すると､「予約検索」が設定されます。

検索周期と時間の設定
検索の周期と、検索を実行する時間を設定します。

検索周期の選択

検索周期は、「毎日」「週１回」「月１回」から選択します。

検索時刻の設定

時間欄でウイルス検索をおこなう時間を設定します。この項目は、
検索周期の設定が、「毎日」「週１回」「月１回」のいずれの場合も、
設定する必要があります。

曜日の設定

曜日欄でウイルス検索を行なう曜日を設定します。この項目は、検
索周期に、「週１回」が選択されている場合に設定します。

日付の設定

日付欄でウイルス検索をおこなう日付を設定します。この項目は、
検索周期に、「月１回」が選択されている場合に設定します。

検索ドライブの設定
予約検索でウイルス検索をおこなう対象のドライブを指定します。
予約検索が行われる対象は、ここで設定したドライブにあり、［検
索設定］画面の［ウイルス検索対象の設定］で設定された種類の
ファイルです。
ウイルス検索をおこなうドライブを指定する手順は次の通りです。
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1.ドライブ選択画面の表示

［予約検索設定］画面の［検索ドライブの選択］ボタンをクリック
します。［予約検索ドライブの設定］画面が表示されます。

2.ドライブの選択

ウイルス検索をおこなうドライブをクリックします。ドライブは複
数選択できます。ドライブを選択したら［OK］ボタンをクリック
します。［予約検索設定］画面に戻ります。
［キャンセル］ボタンをクリックすると､設定を変更せずに［予約検
索設定］画面に戻ります。
ドライブを選択しないと、すべてのローカルドライブをウイルス検
索します。

検索設定
予約検索時の検索設定は、手動のウイルス検索と同じ設定が使用さ
れます。ウイルス検索の設定は、「第 4章　ウイルス検索」の「ウ
イルス検索プログラムの設定」を参照してください。
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■予約検索の実行
「予約検索」を設定すると、指定日の指定時刻になると、自動的に「ウ
イルスバスター 98」が起動され、ウイルス検索がおこなわれます。

［OK］ボタンをクリックするか、ウインドウ内の数字が自動的にカ
ウントされて 0になると、ウイルス検索を開始します。
［キャンセル］ボタンをクリックすると、ウイルス検索をおこない
ません。
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■起動時のウイルス検索
「ウイルスバスター 98」は、Windows 95 / Windows 98 起動時に自
動的にウイルス検索をおこなえます。
起動時におこなうウイルス検索は、メモリ内およびシステム領域に
限られます。この機能はオンにしておくことをお薦めします。
ここではWindows 95 / Windows 98起動時におこなうウイルス検索
の設定について説明します。

起動時のウイルス検索の設定
設定画面では以下の設定がおこなえます。
システムの起動時に検索をおこなうかどうか、および「メモリ検
索」、「システム領域の設定」が設定できます。

［起動時に検索をおこなう］

チェックボックスをオンにすると､Windowsの起動時にウイルス検
索をおこないます。このため、Windowsの起動にすこし時間がかか
るようになります。

［メモリ検索］

チェックボックスをオンにすると､コンピュータの起動時にメモリ
内のウイルス検索をおこないます。

［システム領域検索］

チェックボックスをオンにすると､コンピュータの起動時にシステ
ム領域内のウイルス検索をおこないます。
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第6章　ウイルスを発見したら
本章では､ウイルス検索やリアルタイム検索でウイルスが発見され
た場合の処理、および、誤検出時の監視除外の設定について説明し
ます。

■ウイルス発見時の操作
「ウイルスバスター98」は、ウイルスを発見すると［検索ダイアロ
グ］画面でウイルス名称と感染ファイル名を表示します。
また、発見されたウイルスはすべてログファイルに記録され、参照
できます。ログファイルについては「第9章　ログファイル」を参
照してください。
ウイルス感染ファイルの自動処理が設定されている場合は、この画
面を表示した後、自動的に指定された処理を実行します。

「ウイルスバスター 98」のウイルス処理方法は、「ウイルス駆除」、
「ファイル削除」、「ファイル名変更」、「ファイル移動」の４種類が
あります。
ウイルス感染ファイルを選択して、実行する処理のボタンをクリッ
クします。
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［検索ダイアログ］画面を終了するには［閉じる］ボタンをクリッ
クします。［閉じる］ボタンをクリックすると、ウイルス感染ファ
イルに対して、何の処理もおこないません。

■ウイルスの処理
｢ウイルスバスター 98｣でおこなえるウイルス感染ファイルの処理
は以下の通りです。

ファイル削除
ウイルス感染ファイルを削除します。感染ファイルが削除される
と、ウイルスもなくなります。もっとも確実なウイルスの処理方法
です。
システム感染型のウイルスは「ファイル削除」はできません。
バックアップファイルや、アプリケーションのオリジナルディスク
がある場合には、ウイルス感染ファイルを削除し、バックアップを
使用するか、アプリケーションを再インストールすることをお薦め
します。

拡張子変更
ファイルの拡張子を変更して、ウイルスの含まれたプログラムやデー
タファイルを誤って実行したり、開いたりすることを防止します。
システム感染型のウイルスは「拡張子変更」できません。
しかし、「拡張子変更」はあくまでも一時的な処理です。ウイルス
コードは除去されません。最終的に「駆除」または「削除」する必
要があります。
拡張子を変更されたファイルの拡張子は .VIR となります。
同じファイル名がすでにある場合は、リネームファイルの拡張子は
.VI0 となります。

拡張子変更の例

ウイルス感染ファイルの「TEST.EXE」の拡張子を変更すると、ファ
イル名は「TEST.VIR」となります。
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また、拡張子を変更された「TEST.VIR」が同じフォルダにある時
に、さらに「TEST.COM」の拡張子を変更すると､ファイル名は
「TEST.VI0」となります。
ファイル名が同じファイルの拡張子を変更する場合の拡張子を変更
できるファイル数は 99 個までです。

ウイルス駆除
ウイルスのコードを除去し､ファイルを正常な状態に戻します。
システム感染型のウイルスも駆除できます。
駆除に失敗した場合や、上書き感染型ウイルスのようにウイルスの
構造上駆除できないものであれば、「ウイルス駆除失敗時の処理」
にしたがってウイルス感染ファイルを処理します。
「ウイルス駆除失敗時の処理」の詳細は次項を参照してください。

ファイル移動
ウイルス感染ファイルを指定したフォルダに隔離して、ウイルスの
含まれたプログラムやデータファイルを誤って実行したり、開いた
りすることを防止します。
移動先のフォルダの初期設定は、”C:¥Program Files¥ ウイルスバス
ター 98¥SUSPECT”です。
システム感染型のウイルスは「ファイル移動」できません。
「ファイル移動」は一時的な処理です。ウイルスコードは除去され
ません。最終的に「ウィルス駆除」または「ファイル削除」する必
要があります。
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■ウイルス駆除失敗時の処理
ウイルス感染ファイルからのウイルス駆除に失敗したり、上書き感
染型ウイルスのようにウイルスが構造上駆除できないものであれ
ば、「ウイルス駆除失敗時の処理」にしたがってウイルス感染ファ
イルを処理します。
「ウイルス駆除失敗時の処理」におこなえるウイルス感染ファイル
の処理は「放置」、「ファイル削除」、「拡張子変更」、「ファイル移動」
の 4種類があります。
「ファイル削除」、「拡張子変更」、「ファイル移動」はウイルス発見時
の処理と同様です。「ウイルスの処理」を参照してください。
「放置」を選択すると、ウイルス感染ファイルに何の操作もおこな
いません。ただし、ウイルス発見の記録はログファイルに記録され
ますので、後でログファイルを参照し、処理できます。

■誤検出と検索除外の設定
ウイルスに感染していないファイルに対して「ウイルス発見」の報
告をすることを「誤警告」といいます。
ウイルス検索時に、あきらかにウイルスが含まれていないプログラ
ムに対して「ウイルス発見」の報告がされる場合は、ほとんどの場
合、新しいバージョンのウイルスパターン・ファイルに更新するこ
とで解決されます。
新しいパターンに更新して、もういちどウイルス検索をおこなうこ
とをお勧めします。
最新パターン使用時や、パターン更新がすぐにおこなえない環境の
場合は、「ウイルス発見」が報告されるファイルを一時的にウイル
ス検索の対象から外すことができます。これを「検索除外」といい
ます。
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検索除外設定画面の表示
「検索除外」の対象のファイルは、［検索除外］画面で設定します。
「検索除外」設定画面を表示する手順は以下の通りです。
［設定］バーの［検索除外］をクリックします。
または、［設定］メニューから［検索除外設定］を選びます。
［検索除外］画面が表示されます。

ウイルス検索除外ファイルの追加
ウイルス検索をおこなわないファイルを指定します。
［ファイルの追加］ボタンをクリックします。ファイルを選択する
画面が表示されます。
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ファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。
指定されたファイルが検索除外ファイルに指定されます。

ウイルス検索除外フォルダの追加
ウイルス検索をおこなわないフォルダを指定します。
［フォルダの追加］ボタンをクリックします。

フォルダを選択して、［OK］ボタンをクリックします。
指定されたフォルダが検索除外フォルダに指定されます。
この場合、除外の指定をしたフォルダに含まれるすべてのファイル
と、サブフォルダすべてに対してウイルス検索をおこないません。

ウイルス検索除外ファイル／フォルダの削除
検索除外に設定されたファイルまたはフォルダがある場合、その
ファイルまたはフォルダをウイルス検索の対象に戻せます。
誤検出により、ウイルス検索をおこなっていない対象がある場合
は、新しいウイルスパターン・ファイルを入手したときは、ウイル
ス検索の対象に戻すことをお薦めします。
ウイルス検索除外ファイル／ディレクトリから、削除するものを選
び、［除外の解除］ボタンをクリックします。
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第7章　アップデート
本章では､ウイルスパターン・ファイルと、ウイルスパターン・ファ
イルのアップデート方法について説明します。

■新種ウイルスとウイルスパターン・ファイル
ウイルスパターン・ファイルとは、ウイルス識別情報のデータベー
スです。
「ウイルスバスター98」は、このウイルスパターン・ファイルを使
用して既知のウイルスの感染を識別します。新種のウイルスに対し
ては、対応したウイルスパターン・ファイルにアップデートするこ
とが必要です。
また、新しい種類のウイルスに対しては、検索プログラムをアップ
デートする必要がある場合があります。
現在、毎日のように新しいウイルスは作られているため、常に最新
のウイルスパターン・ファイルとプログラムにアップデートするこ
とがウイルス対策のポイントとなります。
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パターンとエンジンのバージョン情報
ウイルスパターン・ファイルおよびプログラムのバージョン情報は
メイン画面の［ヘルプ］メニュー→［バージョン情報］で確認でき
ます。

■自動アップデート
インターネットに常時接続可能の環境の場合、｢ウイルスバスター
98｣は設定した時間にしたがって、ウイルスパターン・ファイルお
よびプログラムのアップデートを自動的におこなえます。
自動アップデート機能は設定された時間に自動的にインターネット
に接続してアップデートをおこないます。
弊社のWeb サイトをチェックし、アップデートされたプログラム
またはウイルスパターン･ファイルがあればダウンロードししま
す。このとき、現在使用中のものより新しいプログラムまたはウイ
ルスパターン・ファイルがなければなにもしません。
プログラムがアップデートされると、確認画面を表示し、ダウン
ロード後に｢ウイルスバスター 98｣を再起動します。
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なお、この機能を使用するには、コンピュータ本体の電源が入って
いて､なおかつ｢リアルタイムモニタ｣が起動されている場合に限り
ます｡｢リアルタイムモニタ｣は一時停止していても動作します。
自動アップデート機能を使用する場合は、予約検索と同じ時刻に設
定しないようにご注意ください。

自動アップデートの設定
［アップデート］バーの［自動アップデート］アイコンをクリック
するか、［ファイル］メニューから［アップデート］の［自動アッ
プデート］を選択します。
［自動アップデート］設定画面が表示されます。

自動アップデート機能は、「間隔指定アップデート」と「予約アッ
プデート」の 2種類の方法で設定できます。
ウイルスパターン・ファイルだけダウンロードし、プログラムをダ
ウンロードしない場合は、［パターンファイルのみのアップデー
ト］のチェックボックスをオンにします。このチェックボックスが
オンの場合は、確認をおこなわずにアップデートします。
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間隔指定アップデート
「間隔指定アップデート」は、毎日、「リアルタイムモニタ」起動後
に一定時間が経過するごとに弊社のWebサイトをチェックし、新
しいプログラムまたはウイルスパターン･ファイルがあればダウン
ロードします。
間隔指定アップデート機能を使用する場合は、チェックボックスを
オンにし、初回のアップデートと、2回目以降のアップデート間隔
を選択します。

アップデート開始

1回目のアップデートは、「リアルタイムモニタ」を起動してから、
何十分後に 1回目のアップデートをおこなうかを設定します。
10 分から設定可能ですが、ネットワーク接続が確立されていない
と、ダウンロードに失敗します。

アップデート間隔

2回目以降のアップデートを何時間ごとにおこなうかを設定します。

日時指定アップデート
「日時指定アップデート」機能は、日時または週を指定して弊社の
Webサイトをチェックし、アップデートされたプログラムまたはウ
イルスパターン･ファイルがあればダウンロードします。
「日時指定アップデート」機能を使用する場合は、チェックボック
スをオンにします。
アップデートの周期と、検索を実行する時間を設定します。

アップデート周期の選択

アップデート周期は、「毎日」「週１回」「月１回」から選択します。

アップデート時刻の設定

アップデートをおこなう時間を設定します。
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曜日の設定

アップデートを行なう曜日を設定します。この項目は、アップデー
ト周期に、「週１回」が選択されている場合に設定します。

日付の設定

アップデートを行なう日付を設定します。この項目は、検索周期
に、「月１回」が選択されている場合に設定します。

ダイアルアップ接続の場合
ダイアルアップ接続でインターネットをご利用の場合は、アップ
デート開始時点でインターネットの接続をおこないます。
ダイアルアップルーター以外でご利用の場合は、終了後も自動で接続
を切りませんので、ご注意ください。
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■手動操作でのアップデート
ウイルスパターン・ファイルは、インターネットで自動的に更新す
る以外に、手動操作でインターネット、BBS、あるいはディスクか
ら更新できます。
ここでは、手動操作での更新方法を説明します。
手動操作でウイルスパターン・ファイルをアップデートするには、
どの方法も、［手動アップデート］画面でおこないます。

手動アップデート画面
［アップデート］バーの［手動アップデート］アイコンをクリック
するか、［ファイル］メニューから［アップデート］の［手動アッ
プデート］を選択します。
［手動アップデート］画面が表示されます。

インターネット
インターネットからウイルスパターン・ファイルおよびウイルス検
索エンジンをアップデートします。
［手動アップデート］画面で、［インターネット］ボタンをクリック
します。
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インターネットから手動操作でウイルスパターン・ファイルを更新
するには、Internet Explorer 3.0またはNetscape Navigator 2.0 以上の
Webブラウザがインストールされ、インターネットへの接続環境が
あることが必要です。
また、LAN接続や、リアルタイムでのインターネット翻訳ソフト
を使用していて、プロキシサーバーを使用している場合は、［イン
ターネット］設定画面で［HTTPプロキシの設定］の欄でプロキシ
サーバを使用する設定をおこなう必要があります。
［インターネット］の設定については「第 8章　インターネット」
を参照してください。

BBS
コンピュータにモデムが接続されている場合、弊社BBS から最新
のウイルスパターン・ファイルをダウンロードしてアップデートで
きます。
はじめてBBSにアクセスする場合は、モデムの設定をおこないま
す。2度目以降のアクセスの場合は、［BBS］ボタンをクリックする
だけで、ウイルスパターン・ファイルをアップデートできます。
BBS によるアップデートの手順は以下の通りです。
［BBS］ボタンをクリックします。「ウイルスバスター 98」が弊社
BBSに接続し、ファイルのダウンロードを開始します。ダウンロー
ドの進行状況は、画面下のバーで表示されます。
ダウンロードが終了すると、ウイルスパターン・ファイルを自動的
に更新し、接続を切断します。
以上で更新は終了です。

モデムの設定

BBSにアクセスして、ウイルスパターン・ファイルをダウンロード
するには、モデムの設定をおこなう必要があります。
モデムの設定は、始めてアクセスする前に一度だけおこないます。
2度目以降は、設定の必要はありません。
モデム設定の手順は以下のとおりです。
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［設定］バーの［BBS］をクリックするか、［設定］メニューの［BBS］
を選択します。
［BBS 設定］画面が表示されます。

［Comポート］、［通信速度］、［ダイヤルモード］の３項目を接続さ
れているモデムにあわせて設定します。
その他の設定は変更する必要はありません。
BBS は毎月 10 日、20 日、30 日はメンテナンスのために運休
します。

ディスク
フロッピーディスクを使用して、ウイルスパターン・ファイルを
アップデートできます。
フロッピーディスクによるアップデートの手順は以下の通りです。
［ローカルディスク］ボタンをクリックします。ウイルスパターン・
ファイルのあるドライブを指定する［ドライブを選択してアップ
デート］ウインドウが表示されます。
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ドライブを選択して、［アップデート］ボタンをクリックします。
指定されたドライブから、ウイルスパターン・ファイルを読み込み
ます。アップデートの進行状況は、画面下のバーで表示されます。
以上で更新は終了です。
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第8章　インターネット
｢ウイルスバスター 98｣は、インターネットからユーザーが気がつ
かないうちにダウンロードされて実行されるインターネット・ウイ
ルス(不正なJavaアプレットおよびActiveXコントロール)をブロッ
クするWebTrap 機能を搭載しています。また、インターネットを
利用して、ウイルスパターン・ファイルおよびウイルス検索エンジ
ンを更新し、また、弊社からの最新情報を自動的に受け取ることが
できます。

■WebTrap
インターネットからユーザーが気がつかないうちにダウンロードさ
れて実行されるインターネット・ウイルス(不正なJavaアプレット
およびActiveXコントロール)をブロックするWebTrapについて説
明します。
WebTrap の動作中に、不正 Java アプレットもしくはActiveX コン
トロールをダウンロードしようとすると、次のような画面が表示さ
れます。

［OK］ボタンをクリックすると、ブロックされたファイルが破棄さ
れます。
この機能は、Internet Explorerのセキュリティが「低く」設定されて
いて、「ダウンロードするのみ」を選択した場合も動作します。
WebTrap を使用するかどうかは、［インターネット］画面で設定し
ます。設定の詳細は、本章の「インターネットの設定」の項目を参
照してください。
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WebTrapの動作
WebTrap は、インターネットとWeb ブラウザの間に入り、プロキ
シサーバーとして機能します。JavaアプレットおよびActiveXコン
トロールをダウンロードすると、そのファイルを検査し、不正なプ
ログラムであればそのプログラムをWebブラウザに渡さずに破棄
します。
WebTrapは、サーバー名「LOCALHOST」、IPアドレス「127.0.0.1」、
ポート番号「8431」として動作します。ホスト名、IP アドレス、
ポート番号が同一のプロキシサーバーとして動作するソフトウェア
がある場合は、正しく動作しません。

■インターネットの設定
インターネット関連の設定は、「インターネット」画面でおこない
ます。
「インターネット」画面では、WebTrap の設定、プロキシサーバー
の設定、アクティブデスクトップ、アクティブチャンネルの設定を
おこないます。
「インターネット」画面を表示する手順は以下の通りです。
インターネットの設定は、インターネットに接続している間はおこ
なわないでください。接続が変更されるとWeb ブラウザなどが正
しく動作しなくなることがあります。
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インターネット設定画面
［設定］バーの［インターネット］アイコンをクリックするか、［設
定］メニューから［インターネット］ を選択します。
［インターネット］設定画面が表示されます。

WebTrapの設定
［WebTrapの追加］のチェックボックスをオンにすると、WebTrapを
使用します。この設定は、［更新］ボタンをクリックした後にイン
ターネットに接続したときから有効になります。この機能はリアル
タイムモニタがロードされていないと有効になりません。
なお、｢ ウイルスバスター 9 8 ｣ の W e b T r a p はプロキシ名
「LOCALHOST」、IP アドレス「127.0.0.1」、ポート番号「8431」を
使用します。
すでにインターネットに接続している場合は、接続中のWeb ブラ
ウザの設定は変更されません。
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プロキシの設定
｢ウイルスバスター 98｣が使用するプロキシサーバーの設定をおこ
ないます。
プロキシサーバーがあらかじめインストールされた環境に｢ウイル
スバスター98｣をインストールした場合は、この欄の値は自動で設
定されます。
｢ウイルスバスター 98｣のインストール後にインターネットプロバ
イダを変更した場合、プロバイダの設定が変わった場合、または、
リアルタイムのWeb 翻訳ソフトを導入した場合など、プロキシを
変更する場合に入力します。
プロキシサーバーのアドレス、ポート番号、ユーザーIDとパスワー
ドを入力します。ユーザー IDとパスワードは自動アップデートに
使用します。自動アップデートを使用しない場合は、入力する必要
はありません。
なお、プロキシ名「LOCALHOST」、アドレス「127.0.0.1」、ポート
番号「8431」は使用できません。

アクティブデスクトップ・アクティブチャンネルの設定
この欄の項目はInternet Explorer 4.0がインストールされている場合
だけ有効になります。その他のWeb ブラウザをお使いの場合は、
設定しても機能しません。また、 Internet Explorer 4.0をお使いの場
合でも、アクティブデスクトップを使用しない設定になっている場
合は、機能しません。
［アクティブデスクトップに追加］のチェックボックスをオンにす
ると、トレンドマイクロのサイトがアクティブデスクトップに表示
されます、
［チャンネルの購読］のチェックボックスをオンにすると、
「TREND MICRO JAPAN」がチャンネルバーに追加され、自動的に
購読するよう設定されます。
購読の設定を変更するには、チャンネルバーを右クリックして表示
されるメニューから［プロパティ］を選びます。設定の詳細は
Internet Explorer のヘルプなどを参照してください。
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第９章　ログの管理
「ウイルスバスター98」は、ウイルス感染に関するログとインター
ネット経由のウイルスパターン・ファイルとプログラムのアップ
デートのログを記録します。

■ウイルスログ
ウイルス感染ファイルが発見されると、自動的にログに記録されます。
ウイルス感染が発見された場合、ウイルス感染に関する詳細な情報
を表示できます。このログファイルを参照することで、ウイルスの
感染経路や、感染の状況がわかります。
また、放置、拡張子変更あるいはファイル移動したファイルについ
てもログに記録されています。ログを参照して、それらのウイルス
感染ファイルに処理をおこなえます。

［ログ表示］画面の表示
［ログ表示］バーの［ウイルスログ］アイコンをクリックするか、
［ファイル］メニューから［ログ表示］→［ログ表示］ を選択します。
［ログ表示］画面が表示され、｢ウイルスバスター 98｣が起動された
時点のログが表示されます。
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この画面では、指定した日付のログの表示、ログのCSVファイル
(カンマ区切りのテキストファイル)への出力、ログの日付ごとの削
除がおこなえます。
このログファイルには、発見されたウイルスの記録が表示されま
す。ウイルスが発見されていない場合は、記録はありません。

日別のウイルス感染ログの表示
［ログの日付］欄で、表示したい日のログを選択します。
右側の［ウイルス検索ログ］欄にウイルス感染ログが表示されます。
［ウイルス検索ログ］には以下の項目があります。

間時 刻時たし見発をスルイウ

名ルイァフスルイウ ルイァフたし染感にスルイウ

名スルイウ 称名のスルイウたし染感

作動の時見発 理処たれわなこおに時見発スルイウ

名ザーユ
。名ーザーユのきとたし見発をルイァフ染感

swodniW るれさ示表が名ーザーユたしンイグロに

別種索検
索検約予。かれずいの索検ムイタルアリはたま索検動手

るれさ示表と索検動手は合場たれさ見発で

画面に表示されない項目は［ウイルス検索ログ］欄の最下段のスク
ロールバーで左右にスクロールして確認できます。

ログの更新
ログには、｢ウイルスバスター98｣が起動された時点、または手動検
索が終了した時点のログが表示されます。
起動または検索終了後にリアルタイム検索で発見されたウイルス感
染ファイルのログは表示されません。このような場合に、［表示更
新］ボタンをクリックすると、最新のログが表示されます。

ログのファイル出力
ログが表示されている場合、［ファイル出力］ボタンをクリックす
ると、ログをファイルに出力できます。ファイル保存ダイアログが
表示されます。ファイル名と出力先のフォルダを指定します。
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出力ファイルは、一般的な CSV 形式(カンマ区切りのテキスト)で
す。Microsoft Excel や Microsoft Word などで開けます。

ログの削除
［ログの日付］欄で、削除する日のログを選択し、［削除］ボタンを
クリックします。「指定の日付のログが全て削除されます。削除し
ますか？」と確認されます。［はい］ボタンをクリックすると、ロ
グが削除されます。

■アップデートログ
インターネット経由でプログラムまたはウイルスパターン･ファイ
ルのアップデートをおこなうと、自動的にログに記録されます。
BBSまたはローカルディスクからのウイルスパターン・ファイルの
アップデートは記録されません。このログファイルを参照すること
で、アップデートした日付と、アップデートの内容がわかります。

［アップデートログ］画面の表示
［ログ表示］バーの［アップデートログ］アイコンをクリックする
か、［ファイル］メニューから［ログ表示］→［アップデートログ
表示］ を選択します。
［アップデートログ］画面が表示されます。
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この画面では、指定した日付のログの表示、ログのCSVファイル
(カンマ区切りのテキスト)への出力、最新のリリースノートの参照
ができます。
このログファイルには、インターネット経由のアップデートの記録
が表示されます。アップデートが一度もおこなわれていない場合
は、ログおよびリリースノートはありません。

日別のアップデート・ログの表示
［ログの日付］欄で、表示したい日のログを選択します。
右側の［アップデートログ］欄にアップデート・ログが表示されます。
［アップデートログ］には以下の項目があります。

間時 刻時たしトーデプッア

ドーロンウダ
の下以。類種のルイァフたしトーデプッア 3 。すまりあが類種

ンータパスルイウ、ムラグロプ ･ イウとムラグロプ、ルイァフ
ンータパスル ･ ルイァフ

況状 敗失はたま、功成のドーロンウダ

画面に表示されない項目は［アップデートログ］欄の最下段のスク
ロールバーで左右にスクロールして確認できます。

ログの更新
ログには、｢ウイルスバスター 98｣が起動された時点、または手動アップデー
トが終了した時点のログが表示されます。
画面表示後に行われた自動アップデートのログは表示されません。このよ
うな場合に、［表示更新］をクリックすると、最新のログが表示されます。

ログのファイル出力
ログが表示されている場合、［ファイル出力］ボタンをクリックすると、
ログを CSV(カンマ区切りのテキスト)形式のファイルに出力できます。
ファイル保存ダイアログが表示されます。ファイル名と出力先のフォルダ
を指定します。出力ファイルは、一般的な CSV(カンマ区切りのテキスト)
形式です。Microsoft Excel や Microsoft Word などで開けます。
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ログの削除
［ログの日付］欄で、削除する日のログを選択し、［ログ削除］ボタ
ンをクリックします。［指定の日付のログが全て削除されます。削
除しますか？］と確認されます。［はい］ボタンをクリックすると、
ログが削除されます。

リリースノートの表示
ウイルスパターン･ファイルまたはプログラムがアップデートされ
ると、アップデート内容について書かれた「リリースノート」が同
時にダウンロードされます。

［リリースノート］ボタンをクリックすると、最新のリリースノー
トを表示します。
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第10章　ウイルス情報の表示
｢ウイルスバスター 98｣には、発見済みのウイルスのデータベース
が搭載され、ウイルスについての情報を見ることができます。な
お、ウイルス情報については、インターネットの弊社サイト
(www.trendmicro.co.jp)にも情報が掲載されています。あわせてご利
用ください。

■ウイルス情報
［ウイルス情報］バーの［ウイルス情報］アイコンをクリックする
か、［ファイル］メニューから［ウイルス情報］ →［ウイルス情報］
を選択します。
［ウイルス情報］画面が表示されます。

既知のウイルスについての情報を表示します。
ウイルスの種類を「一般的なウイルス」、「システム感染型」、「ファ
イル感染型」、「マクロウイルス」から選択し、ウイルス名を選択す
ると、詳細な情報が表示されます。
情報を表示しているときに、［印刷］ボタンをクリックすると、ウ
イルスの情報が印刷されます。
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■ウイルス一覧
［ウイルス情報］バーの［ウイルス一覧］アイコンをクリックする
か、［ファイル］メニューから［ウイルス情報］ →［ウイルス一覧］
を選択します。
［ウイルス一覧］画面が表示されます。

使用中のウイルスパターン・ファイルで検出可能なウイルス一覧を
表示します。
ウイルス一覧は、カーソルキーまたはスクロールバーでスクロール
して参照できます。
［印刷］ボタンをクリックすると、検出可能なウイルス一覧が印刷
されます。なお、ウイルス一覧の印刷には、A4で 60枚以上の用紙
が必要です。ご注意ください。
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ユーザーサポートについて
ユーザーサポートについては、同梱のサポートサービスメニューを
参照してください。

■サポート情報の表示
ユーザーサポートサービスを受けるには、製品のシリアル番号が必
要になります。
シリアル番号は、同梱のシリアル番号シールに記載されているほ
か、インストール時に入力したシリアル番号を［ヘルプ］メニュー
の［バージョン］情報で確認できます。

また、この画面で［サポート情報］ボタンをクリックすると、弊社
サポートセンターの連絡先が表示されます。
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トラブルシューティング

アンインストールに失敗し、インストールできない
｢ウイルスバスター｣が動作していると、アンインストールは実行で
きません。｢ウイルスバスター｣を終了してからやり直してください。
また、｢ウイルスバスター｣が動作していないのに｢ウイルスバスター
95｣または｢ウイルスバスター97｣がアンインストールできない場合
は、何らかの理由でインストールが正しくおこなわれなかったもの
と考えられます。
アンインストールできなかった「ウイルスバスター95」または「ウ
イルスバスター 97」と同じフォルダにもういちど｢ウイルスバス
ター95｣または｢ウイルスバスター97｣をインストールしなおして、
｢ウイルスバスター 98｣のインストールをおこなうと、インストー
ルが実行できます。

｢ウイルスバスター98｣をインストールしたら

インターネットに接続できなくなった
WebTrapを使用する設定で、リアルタイムモニタがロードされてい
ないと、プロキシサーバとして動作するWebTrapがロードされず、
インターネットに接続できません。
WebTrap機能を使う場合は、インターネットに接続する前に「リア
ルタイムモニタ」を起動しておく必要があります。
リアルタイムモニタが動作している場合は、ブラウザのプロキシ設定
をユーザーが変更したか、あるいはリアルタイムWeb翻訳ソフトを
インストールした場合など、ユーティリティソフトによってブラウザ
のプロキシ設定が変更された場合もアクセスできなくなります。
この場合は、「ウイルスバスター98」インストール前に控えておい
たプロキシ設定を参考に、元の通りに設定することで、インター
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ネットにアクセスできるようになります。その後にもういちど
WebTrap の設定をおこないます。
また、Web翻訳ソフトなどをインストールした場合は、プロキシの
アドレスとして「LOCALHOST」または「127.0.0.1」、ポートに「8431」
を使用するプロキシ形式を使用しているものがないかどうか確認し
てください。もしも、アドレスとして「LOCALHOST」または
「127.0.0.1」、ポートに「8431」を使用しているソフトウェアがある
場合は、そのソフトウェアとWebTrap 機能は併用できません。

2種類のWebブラウザの併用
WebTrapの設定は、「通常使うブラウザ」に設定されているWebブ
ラウザに対しておこないます。
2つ以上のブラウザを使用している場合は、「通常使うブラウザ」
に設定されていないブラウザは、手動でプロキシを設定する必要が
あります。

不正Javaアプレットがブロックされない
WebTrapを使用しているにもかかわらず、特定のサイトに行くと、
システムが停止したり、極端にコンピュータの動作速度が落ちるな
ど、不正 Java アプレットがある場合に発生すると同じ症状が出る
場合、Webブラウザのキャッシュファイルに不正 Java アプレット
などが(WebTrap導入前に)ダウンロードされて蓄積されていると考
えられます。
WebTrapを設定した場合、一度キャッシュをクリアしておくことを
お薦めします。
Internet Explorerで、キャッシュをクリアする手順は次の通りです。

1.［スタートメニュー］→［設定］→［コントロールパネル］とクリッ
クしてコントロールパネルを開き、［インターネット］アイコンを
ダブルクリックして開きます。［インターネットのプロパティ］が
表示されます。

2.［全般］タブをクリックし、［インターネット一時ファイル］欄の
［ファイルの削除］をクリックします。
［ファイルの削除］ウインドウが表示されます。
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Internet Explorer 4.0 をご利用の場合は、［すべての購読項目のコン
テンツを削除する］のチェックボックスをオンにして［OK］ボタ
ンをクリックします。
Internet Explorer 以外のWebブラウザをご利用の場合は、お使いの
Webブラウザのマニュアルまたはヘルプを参照して、同様の操作を
おこなってください。

救済ディスクの作成に失敗する場合
一部のWindows95 プリインストールモデルのコンピュータをお使
いの場合、Windows の Command フォルダに”DRIVESPACE.BIN”
が入っていないものがあります。
この状態で「救済ディスク」を作成すると、「ファイルのコピーに
失敗しました」と表示され、「救済ディスク」を作成できません。
このような場合は、「救済ディスク」の作成の前に、以下の準備を
あらかじめおこなっておく必要があります。
2HD のフロッピーディスクを 2 枚ご用意ください。(「救済ディス
ク」作成用のディスクでかまいません)

1.［スタートメニュー］→［設定］→［コントロールパネル］でコン
トロールパネルを開き、［アプリケーションの追加と削除］を開き
ます。

2.［起動ディスク］タブをクリックして ［起動ディスク］画面を表示
し、［ディスク作成］ をクリックします。
起動ディスクが作成されます。

3. 作成した、起動ディスク内の DRIVESPACE.BIN を Windows の
Command フォルダにコピーします。

4. これで、準備は終了です。
［スタートメニュー］ →［プログラム］→［ウイルスバスター 98］
→［救済ディスクの作成］の順にクリックして、「救済ディスク」
を作成してください。
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